
9月末日の日に牧之原団地周辺にある国交省

施設内の体験施設を見学。当日は休館日で屋内

に入れなかったため館外の屋外展示物を見て回る。

主に最新の道路舗装技術をはじめ、トンネルの掘

削マシン（シールドマシン）や、コンクリート水門の構

造や崩れない土手の研究などの現物展示、絵では

舗装（アスファルト）の実験や雪対策にゴムを埋め

込んだ道路や色々な研究をしている内容が歩く見

学コースに展示されていた。

当日は屋外の様々な展示物を見学できた。

土手や道、水路などの構造物に興味があるので

面白く、また次回に屋内の展示館の中に入り、詳し

く見てみたい。

絵はこの施設内からみえた農家の土蔵をスケッ

チしました。 

絵、文  菅谷 功 2019年9月
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建設技術展示館を見学



2020年でついに還暦を迎え、ねずみ年の年男と
なります。ちなみに理事長の斉藤丈夫先生も同じ還
暦です。私（たち）にとって平成の最後はあまりに激
動の15年間でした。
私が女子医大を辞めて新八柱台病院（写真1）に

赴任したのは平成16年（2004年）の4月でした。
ノーブランドの一外科医としてのスタートです。嬉し
かったことは、がんで手術が必要な患者さんのほと
んどが新八柱台病院で私の手術を受けてくれたこと
です。近隣に大病院がひしめき、がんセンター東病
院も近いという医療環境で、100床程度の目立たな
い地味な地域の病院での手術を選んでくれたので
す。これは、長年にわたって内科医たちの全人的な
医療が地域の人々の信頼を築きあげてきたためだ
と思っています。あらたに立ち上げた乳腺外来も少
しずつ浸透して行き、手術数も伸びていきました。
平成19年（2007年）に診療部門にはあずかり知

れないところで経営上の不祥事などからにわかに新
八柱台病院は揺らぎ始めました。そして順風満帆
だった私の人生にも暗雲が垂れこめました。事態は
好転することなく、新八柱台病院は閉院に追い込ま
れます。多くのかかりつけの患者さんをどうしたらい
いのか。自分たちはこれからどうしたらいいのか。個
人的には複数の病院からオファーをいただきました
が、仲間と病院再興する道を選びました。内科の斉
藤丈夫先生、渡辺聡枝先生と医局秘書だった事務
の中野三代子さん（現・幸樹会理事長）と連日話し合
いをしましたが、いいアイディアは浮かびません。そ
んな時、ある法人が私たちの熱意に賛同してくれて
一緒にやることになりました。　　　　　
平成20年（2008年）に新松戸駅前ビルの5階の

ワンフロアーと3階で新しいクリニックをスタートす
ることができました（写真2）。鈴木明子先生が一緒
にきてくれて、新八柱台病院の看護師さんも何人か
ついてきてくれました。新八柱と新松戸はJRで一駅
ですが、当時、新八柱駅にはエレベータがなく、長い
階段を昇降しなければなりませんでした。車で通院

するにしても一本でいける道がなかったため大変不
便でしたが、沢山の患者さんが新松戸まできてくれ
ました。幸い、乳癌の手術は新松戸中央総合病院で
させていただけることになったので、毎週水曜日に
私が行って乳癌の手術をすることができました。
新松戸で2年ほど診療しましたが、私たちは八柱

に戻って新たなクリニックを創ってそれを足がかり
にして病院建設をしようと決めました。道は平坦で
はありませんでしたが、私たちは同じ目標のもと結
束して八柱三和クリニック（写真3）の開院に漕ぎつ
ける事が出来ました。しかし入院はできないので、
入院が必要な患者さんは他院にお願いするしかあ
りません。私としては、自分の病院で手術がしたかっ
たし、再発しても最後まで診てあげたかったので病
院建設は夢でした。内科医たちも同じ気持ちで、皆
で夢に向かって突き進んでいきました。私たちの病
院建設に対しては否定的な忠告をかなりいただき
ましたが、私たちの気持ちはかわらず、日常診療を
続けながら夜に話し合いをするという日々が続きま
した。順天堂大学病院から李鍾碩先生が合流してく
れて内科も層が厚くなってきました。
クリニックをオープンして間もなく、千葉県医療整

備課に病床申請を行いました。その時は却下されて
しまいましたが、それを患者さんが聞きつけて、病床
認可のための署名活動をしてくれました。患者さん
たちが集めてくれた2万2千にも及ぶ署名（写真4）
のおかげで経営実績もまだ十分でない私たちに50
床の病床許可がおりたのは、平成24年（2012年）3
月でした。みさと健和病院などを運営する医療法人
財団「健和会」で副理事長を勤めていた武井幸穂さ
ん（現・幸樹会理事）が、病院建設の指南役として私
たちを引っ張ってくれて平成26年（2014年）8月1日
に三和病院をオープンすることができました（写真
5）。夢がかなった瞬間でした。自分としてはゴール
テープを切った感じでしたが実はゴールではなく、
ここからが正念場で、また新たな挑戦の始まりでし
た。考えてみれば当然のことですが、病院は作ったら

終わりではく、安定的に運営していかなければなら
ないからです。
開院して1年後に千葉大学から高林克日己先生

が合流してくれて在宅医療の拡充や地域連携が強
化され、病院の運営は軌道に乗ってきました。そし
て、元号がかわって令和元年（2019年）8月に無事
に開院5周年を迎えることができました（写真6）。ま
た、八柱三和クリニックも10周年を迎えることがで
き、職員とともにディズニーランドホテルでお祝いの
会もできました（写真7）。乳腺外科は、長谷川圭先
生、髙松友里先生が常勤として入職し、女子医大か

らの派遣医いれて4人体制となり、年間350人を超
える乳がんの患者さんを手術するようになりました。
内科も鈴木智先生を新しい常勤医として迎え、更な
る充実が期待できます。
多くの挫折を経て、多くの方の支援があって、紆

余曲折の末に新たな地域の病院をオープンするこ
とができました。病院スタッフも私たちと同じ気持ち
で仕事をしてくれています。自分が60歳になるとい
うことは認めたくありませんが、これで無事に？還暦
を迎えられそうです。
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乳腺外科

三和病院 院長
渡辺  修

月・火・金（午前）、木（午前・午後）、
土（午前3週目）

外来
診療日

私の激動の15年を振り返って
～ねずみ年、年男～



2020年でついに還暦を迎え、ねずみ年の年男と
なります。ちなみに理事長の斉藤丈夫先生も同じ還
暦です。私（たち）にとって平成の最後はあまりに激
動の15年間でした。
私が女子医大を辞めて新八柱台病院（写真1）に

赴任したのは平成16年（2004年）の4月でした。
ノーブランドの一外科医としてのスタートです。嬉し
かったことは、がんで手術が必要な患者さんのほと
んどが新八柱台病院で私の手術を受けてくれたこと
です。近隣に大病院がひしめき、がんセンター東病
院も近いという医療環境で、100床程度の目立たな
い地味な地域の病院での手術を選んでくれたので
す。これは、長年にわたって内科医たちの全人的な
医療が地域の人々の信頼を築きあげてきたためだ
と思っています。あらたに立ち上げた乳腺外来も少
しずつ浸透して行き、手術数も伸びていきました。
平成19年（2007年）に診療部門にはあずかり知

れないところで経営上の不祥事などからにわかに新
八柱台病院は揺らぎ始めました。そして順風満帆
だった私の人生にも暗雲が垂れこめました。事態は
好転することなく、新八柱台病院は閉院に追い込ま
れます。多くのかかりつけの患者さんをどうしたらい
いのか。自分たちはこれからどうしたらいいのか。個
人的には複数の病院からオファーをいただきました
が、仲間と病院再興する道を選びました。内科の斉
藤丈夫先生、渡辺聡枝先生と医局秘書だった事務
の中野三代子さん（現・幸樹会理事長）と連日話し合
いをしましたが、いいアイディアは浮かびません。そ
んな時、ある法人が私たちの熱意に賛同してくれて
一緒にやることになりました。　　　　　
平成20年（2008年）に新松戸駅前ビルの5階の

ワンフロアーと3階で新しいクリニックをスタートす
ることができました（写真2）。鈴木明子先生が一緒
にきてくれて、新八柱台病院の看護師さんも何人か
ついてきてくれました。新八柱と新松戸はJRで一駅
ですが、当時、新八柱駅にはエレベータがなく、長い
階段を昇降しなければなりませんでした。車で通院

するにしても一本でいける道がなかったため大変不
便でしたが、沢山の患者さんが新松戸まできてくれ
ました。幸い、乳癌の手術は新松戸中央総合病院で
させていただけることになったので、毎週水曜日に
私が行って乳癌の手術をすることができました。
新松戸で2年ほど診療しましたが、私たちは八柱

に戻って新たなクリニックを創ってそれを足がかり
にして病院建設をしようと決めました。道は平坦で
はありませんでしたが、私たちは同じ目標のもと結
束して八柱三和クリニック（写真3）の開院に漕ぎつ
ける事が出来ました。しかし入院はできないので、
入院が必要な患者さんは他院にお願いするしかあ
りません。私としては、自分の病院で手術がしたかっ
たし、再発しても最後まで診てあげたかったので病
院建設は夢でした。内科医たちも同じ気持ちで、皆
で夢に向かって突き進んでいきました。私たちの病
院建設に対しては否定的な忠告をかなりいただき
ましたが、私たちの気持ちはかわらず、日常診療を
続けながら夜に話し合いをするという日々が続きま
した。順天堂大学病院から李鍾碩先生が合流してく
れて内科も層が厚くなってきました。
クリニックをオープンして間もなく、千葉県医療整

備課に病床申請を行いました。その時は却下されて
しまいましたが、それを患者さんが聞きつけて、病床
認可のための署名活動をしてくれました。患者さん
たちが集めてくれた2万2千にも及ぶ署名（写真4）
のおかげで経営実績もまだ十分でない私たちに50
床の病床許可がおりたのは、平成24年（2012年）3
月でした。みさと健和病院などを運営する医療法人
財団「健和会」で副理事長を勤めていた武井幸穂さ
ん（現・幸樹会理事）が、病院建設の指南役として私
たちを引っ張ってくれて平成26年（2014年）8月1日
に三和病院をオープンすることができました（写真
5）。夢がかなった瞬間でした。自分としてはゴール
テープを切った感じでしたが実はゴールではなく、
ここからが正念場で、また新たな挑戦の始まりでし
た。考えてみれば当然のことですが、病院は作ったら

終わりではく、安定的に運営していかなければなら
ないからです。
開院して1年後に千葉大学から高林克日己先生

が合流してくれて在宅医療の拡充や地域連携が強
化され、病院の運営は軌道に乗ってきました。そし
て、元号がかわって令和元年（2019年）8月に無事
に開院5周年を迎えることができました（写真6）。ま
た、八柱三和クリニックも10周年を迎えることがで
き、職員とともにディズニーランドホテルでお祝いの
会もできました（写真7）。乳腺外科は、長谷川圭先
生、髙松友里先生が常勤として入職し、女子医大か

らの派遣医いれて4人体制となり、年間350人を超
える乳がんの患者さんを手術するようになりました。
内科も鈴木智先生を新しい常勤医として迎え、更な
る充実が期待できます。
多くの挫折を経て、多くの方の支援があって、紆

余曲折の末に新たな地域の病院をオープンするこ
とができました。病院スタッフも私たちと同じ気持ち
で仕事をしてくれています。自分が60歳になるとい
うことは認めたくありませんが、これで無事に？還暦
を迎えられそうです。

寄付金につきましては引き続きご協力をお願いしております。
詳細につきましては下記にお問い合わせください。

医療法人社団鼎会基金へのご協力ありがとうございました

←
写
真
3

↑写真1

↑写真4

↑写真2

↑写真5

←
写
真
6

←
写
真
7
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八柱駅発 三和病院発
8時
9時
10時
11時
12時
13時

14時
15時
16時
17時

30 50
10 30 50
30 50 
10 30 50
30 50 
10 30

20 40
00 20 40
20 40
00 20

昼休み ※土曜日のみ運行
　土曜の最終便

※この便は状況に応じて増便いたします。

40
00 20 40
20 40
00 20 40
20 40
00 20 50※

10 30 50
10 30
10 30 50
10 30 45※

シャトルバス運行予定表

※交通状況等によって時間通りに運行でき
ないことがあります。
※日曜・祝日・年末年始（12/30～1/3）は
運行しておりません。
※定められたバス停などはございません。
※八柱駅の交番前を目安に発着しております。
※八柱駅前のロータリーの駐車状況によっ
ては、交番前に停車できない場合がござ
います。その際は、ロータリー内の可能
なスペースに停車致しますので、ご了承
下さいませ。

三和病院・八柱駅間

 千葉銀行
●

交番
●

新八柱駅
バス停車位置

停車位置

八柱駅

多数の方々よりご協力をいただきました基金の募集は一旦終了とさ
せていただきます。皆様のご協力ご支援に深く感謝申し上げ、心より御
礼申し上げます。ご協力いただきました基金につき
ましては引き続き大切に運用させていただきます。
三和病院開設以来、皆様のご理解とご協力の下、

地域に根差した医療活動を運営してまいりました。
新しい医療機器の購入や室料差額無料など、より良
い医療の提供や患者様の負担を軽減する運用を
継続していくために一層の努力を重ねてまいります。

医療法人社団鼎会への寄付金の
ご協力をお願いしております

医療法人社団鼎会総務課 TEL047-712-0202
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休診のお知らせ

1月25日（土）……… 整形外科 堀井　真人 医師
2月 8 日（土）……… 整形外科 堀井　真人 医師
2月20日（木）……… 乳腺外科 長谷川　圭 医師

松岡医師 代診
2月25日（火）……… 乳腺外科 長谷川　圭 医師

松岡医師 代診
2月27日（木）……… 泌尿器科 橘　　秀和 医師

三 和 病 院

1月11日（土）……… 内　　科 塚原　隆伊 医師
4月 1 日（水）……… 内　　科 神﨑　哲人 医師

八柱三和クリニック

月

内　　科

皮 膚 科

◇栄養相談

午前

午後

午前
午後
午前

火 水 木 金 土
鈴木　明子
名越　　咲

鈴木　明子
 栽原　　彩

東竹　逸子
川添　貴弘

齊藤　丈夫
鈴木　明子
風間　啓至

鈴木　明子
風間　啓至

第2火曜

渡辺　聡枝
神﨑　哲人
鈴木　　智

渡辺　聡枝
結城　将明

東竹　逸子

齊藤　丈夫
鈴木　明子
渡邉かおる

鈴木　明子
高林克日己
渡邉かおる

齊藤　丈夫
渡辺　聡枝
長野　直子

渡辺　聡枝
島本　丈裕

東竹　逸子

第4金曜

齊藤　丈夫
渡辺 聡枝 予約のみ
塚原　隆伊
藪下　寛人

月

内　　科

整形外科

皮 膚 科

乳腺外科

形成外科

内 視 鏡

泌尿器科

午前

午後

午前

午後

午前
午後

午前
午後
午前
午後
午前
午後

午前

午後

火 水 木 金 土
高林克日己
李　　鍾碩

齊藤　丈夫
鈴木　　智

小酒井 2.4
渡慶次 1.3.5

渡辺　　修
長谷川　圭
松岡　　綾

（乳がん遺伝相談）
髙松　友里
（手術）
植村　法子
（手術）

李　　鍾碩
藤原　直樹

安東　泰希

平川　　牧

川添　貴弘
渡辺　　修
松岡　　綾

（手術）

長谷川　圭

岡山　幸代
岡山　幸代

齊藤　丈夫
井本早穂子

高林克日己
藤原　直樹
※登根健太郎

（循環器内科14：30～）

長谷川　圭

（手術）

長谷川　圭
（手術）

鈴木　明子
鈴木　明子

渡辺　聡枝
松戸　隆之

李　　鍾碩
長野　直子
松戸　隆之

廣瀬　恵介

廣瀬　恵介

渡辺　　修
長谷川　圭
髙松　友里

渡辺　　修
（手術）

橘　　秀和

鈴木　　智
松木　　怜

李　　鍾碩

川添　貴弘
川添　貴弘

渡辺 修（1.2.4.5）
髙松　友里
松岡　　綾

髙松　友里
（手術）

（手術）
黒澤小百合
田形　倫子
田形　倫子

李　　鐘碩
高林 2.3.4.5
鈴木　　智
江口　基紀

佐藤1.3.5
堀井 2.4

渡辺　修 3
髙松　友里
松岡　　綾
平野　明 4

小林2.4/小倉1.3.5

お 知 ら せ 外来担当医変更のお知らせ 2020年1月より下記の
通りに変更となります。

※表示の数字は第○週目という意味です ※乳がん遺伝相談　髙松友里　医師は予約制・自費診療です。
※循環器内科は14：30から17時の診療です。千葉西総合病院の循環器内科医師が担当します。
◇栄養相談 月曜日・木曜日 14時～15時／第火曜日・第4金曜日 14時～16時  受付時間：午前8時30分～12時／午後1時30分～17時

三
和
病
院

八
柱
三
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

肺がん市検診・乳がん市検診・
その他の検診について

R1年度（H31年度）市検診の有効期限は3月までとなりま
す。期限前は予約がとりづらい状況が例年続いているため、
お早めの予約をお願いいたします。当院では以下の日程で
市検診を行っています。

詳細・その他検診につきましては、お手持ちの受診券をご確
認のうえお気軽にお問い合わせください。

乳腺
エコー

八柱三和クリニック 月曜・金曜・土曜（1・3・5週）
三和病院 月曜～土曜

マンモ
グラフィ

八柱三和クリニック 月曜・金曜・土曜（1・3・5週）
三和病院 月曜～土曜

肺がん
市検診

八柱三和クリニック 月曜～金曜
三和病院 月曜～土曜


